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し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
の
市
町
村
数
は
、
３
千　

、

１１

２２９

昭
和　

年
か
ら
今
日
（
平
成　

年
４
月
）
ま

６０

１１

で
に
行
わ
れ
た
合
併
は
、　

件
と
な
っ
て
い

１９

ま
す
。

　

傾
向
と
し
て
は
、
県
庁
所
在
都
市
や
広
域

市
町
村
圏
の
中
心
市
が
、
周
辺
の
市
町
村
を

編
入
す
る
と
い
う
事
例
が
も
っ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
つ
く
ば
市
や
北
上

市
、
篠
山
市
の
場
合
の
よ
う
に
、
同
規
模
程

度
の
市
町
村
が
新
設
合
併
す
る
こ
と
で
、
規

模
を
拡
大
し
て
い
る
事
例
も
一
定
の
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
昭
和
の
大
合
併
以
後
、
当
時
と
今
で

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
車
社
会
。
わ
た
し
た
ち
の
日
常

生
活
圏
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　

馬
に
乗
っ
て
い
た
時
代
か
ら
、
鉄
道
と
な

り
、
そ
れ
が
車
と
な
っ
て
移
り
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
の
大
合
併
の
頃
は
、
近
所
に

な
ぜ
今
、
市
町
村
合
併
な
の
か
。

新
し
い
行
政
組
織
が
誕
生
し
た
明
治
時
代

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
二
度
の
大
き
な
合
併

が
あ
っ
た
。

　

日
本
の
町
村
数
は
、
明
治　

年
末
に
は
７

２1

万
１
千　

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

３１４

制
町
村
制
の
施
行
に
伴
な
う
「
明
治
の
大
合

併
」に
よ
り
、
明
治　

年
末
に
は
５
分
の
１
の

２２

１
万
５
千　

に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
後
緩

８２０

や
か
な
減
少
を
続
け
、
第
２
次
世
界
大
戦
直

後
の
昭
和　

年
に
は
、
１
万　

と
な
っ
て
い

２０

５２０

た
市
町
村
数
は
、　

年
代
か
ら　

年
代
前
半

２０

３０

に
か
け
て
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
り
、

昭
和　

年
に
は
約
３
分
の
１
の
３
千　

と
な

３６

４７２

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
市
町

村
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
昭
和
の

大
合
併
以
後
、
現
在
ま
で
め
ま
ぐ
る
し
く
時

代
は
変
化
を
遂
げ
、
私
た
ち
の
生
活
も
変
化
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市
町
村
合
併
の
背
景　

特
集
特
集地

方
分
権
が
大
き
く
叫
ば
れ
る
中
、

「
市
町
村
の
合
併
」
と
い
う
話
題
が
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
の
改
正
な
ど
、
今
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

将
来
を
考
え
る
時
期
に
あ
り
、
大
き
な
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、「
な
ぜ
、
市
町
村
合
併
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
」

「
国
の
す
す
め
る
市
町
村
合
併
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
」

「
私
た
ち
が
住
む
北
海
道
、
上
富
良
野
が
あ
る
こ
の
地
域
は
ど
う
な
の
か
」、

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
町
村　

合
併
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
中
で
、

共
に
考
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
い
と
思
い
ま
す
。。

中富良野町 上富良野町

南富良野町

占冠村

富良野市
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い
く
の
か
、
体
制
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

我
が
国
の
人
口
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

に
伴
な
い
、
平
成　

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

１７

転
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

平
成

　

年
の
総
人
口
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

３７題
研
究
所
に
よ
る
人
口
推
計
）
は
１
億
２
千

　

万
人
で
、
平
成
７
年
と
比
べ
て
３．

７
％

91の
減
少
、
若
年
者
人
口
の
割
合
も　
．

１
％

１３

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
、

平
成　

年
に
は　
．

４
％
に
ま
で
増
加
す
る

３７

２７

も
の
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
先
進
諸
国
の
中

で
も
際
だ
っ
た
超
高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

下
表
の
グ
ラ
フ
の
人
口
推
移
を
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
本
道
に
お
い
て
も
、
平
成　
３７

年
の
人
口
は　

万
人
と
、
平
成
７
年
と
比
べ

５１１

て　
．

２
％
も
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

１０
て
い
ま
す
。
若
年
者
人
口
の
割
合
も　
．

１

１２

％
に
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
者
人
口
の
割
合

は　
．

３
％
に
ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

３０
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
我
が

国
の
中
で
も
最
も
高
齢
化
が
進
む
地
域
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

何
台
し
か
な
か
っ
た
車
が
、
今
で
は
一
家
に

数
台
も
所
有
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
勤
、
買
い
物
、
病
院
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
圏
は
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
拡
大

し
て
い
ま
す
。

自
己
決
定
・
自
己
責
任

地
方
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。

　

国
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら「
地
方
分
権
一

１２

括
法
」を
施
行
し
、
地
方
が
主
役
の
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
関

係
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
自
ら

が
判
断
し
、
自
ら
の
責
任
で
、
住
民
生
活
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

地
域
の
総
合
的
な
行
政
主
体
と
し
て
自
主

性
を
発
揮
し
、
分
権
型
社
会
に
お
け
る
新
た

な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も
、
よ
り
高
度
で
、

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
確
保
や
行
政
の

効
率
化
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
は

避
け
ら
れ
な
い
問
題
だ
。

　

町
の
将
来
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、「
少
子

高
齢
化
」
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
医
療
や
福
祉
に
対
す

る
市
町
村
の
責
任
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
問
題
、
質
の
問
題
、
量
の
問
題
、

負
担
の
問
題
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

道内市町村の少子・高齢化の進行や人口の減少は、

全国の中でもより一層進むと予測されています。

そのため、税金など市町村の収入の減少も予測さ

れます。

北海道と道内市町村の
地方債残高

　  北海道

　  市町村

道内市町村の借入金(地方債)は、年々増加しています。

また税金などの収入(自主財源)の割合が低く、国や道か

ら交付されるお金(地方交付税や補助金など)を頼りに

している財政基盤の弱い団体がとても多い状況にあり

ます。

（億円）

24,043
27,446

30,178
33,633

38,804
41,510

26,215
28,736

31,478
33,851

36,036
37,373

北海道の将来推計人口北海道
生産者
人口（千人）

高齢者
若年者
人口（千人）

北海道人口

生産者年齢人口

高齢者人口

若年者人口
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国
や
道
は
、
合
併
を
希
望
す
る

市
町
村
に
対
し
、

各
種
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

■
合
併
特
例
法
の
改
正

　

国
に
お
い
て
は
、
市
町
村
の
行
政
体
制
の

整
備
を
図
る
た
め
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
（
合
併
特
例
法
）」
が
、
平
成

　

年
７
月　

日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
各
種

１１

１６

の
行
財
政
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
市
町

村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
指
針
」
を
策

定
し
、
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
国
や
地
方
。

　

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る
借
入
金

残
高
は
、
平
成　

年
度
末
で
約　

兆
円
で
あ

１１

１７９

り
、
国
を
含
め
る
と
約　

兆
円
に
な
る
と
言

６００

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う

な
大
き
な
借
金
を
抱
え
た
国
に
支
え
ら
れ
て

い
る
現
行
の
地
方
財
政
制
度
が
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
さ
れ
る
の
か
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

前
ペ
ー
ジ
の
「
北
海
道
と
道
内
市
町
村
の

地
方
債
残
高
」
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
道
内
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
方

税
な
ど
の
自
主
財
源
の
割
合
が
低
く
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
に
依
存
し

た
財
源
の
割
合
が
非
常
に
高
い
た
め
、
国
の

財
政
運
営
方
針
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
財

政
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
財
政
力
指
数
で
み
る
と
、　

市
1９

（　
．

９
％
）、　

町
村
（　
．

１
％
）
が
全

５５

１７１

９６

国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
基
盤
の
弱

い
市
町
村
の
割
合
が
極
め
て
高
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
市
町
村
の
地
方
債
残
高
は
、

平
成　

年
度
末
現
在
で
約
３
兆
６
千
億
円
で

１０

あ
り
、
対
前
年
度
比
６．

５
％
増
と
年
々
増

え
続
け
て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
財
政
構
造
の

硬
直
性
を
表
す
経
常
収
支
比
率
や
公
債
費
負

担
比
率
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
市
町
村
財

政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

国
や
道
の
支
援
策

　過去５年間の普通交付税と自主財源です。
普通交付税がわずかながら増加していますが、公債
費に関わる経費が増加しており、それ以外に使用す
る経費が減少しているため、財政は大変厳しくなっ
てきています。
　算定方法によって交付税額が変わるので、今後も
同水準額の交付税額が維持されるかわかりません
が、最近の国の経済状況等からすると、交付税額は
減少することが予想されます。
　１３年度は、前年度に比べて７％減少しています。

交交付付税税ななどどのの推推移移 普通交付税額
自主財源額（百万円）

「
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
」を
住
民
の
皆
さ
ん

と
市
町
村
が
一
緒
に
考
え
、
創
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
方
法

 　

市
町
村
の
行
財
政
改
革
は
と
て
も
大
切
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
改
革
が
行
わ
れ

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
無
駄
を
少
な
く
し
た
り
、
行
政
コ

ス
ト
を
下
げ
る
利
点
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

改
革
だ
け
で
少
子
・
高
齢
社
会
な
ど
へ
の
対

応
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

②
広
域
行
政（
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
な

ど
）
を
進
め
る
方
法

 
広
域
的
事
務
や
市
町
村
が
単
独
で
行
う
こ
と

が
難
し
い
仕
事
に
つ
い
て
は
、
共
同
・
連
携
し

て
行
う
一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
な
ど
の

広
域
行
政
が
進
め
ら
れ
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
解
か
り
に
く
く
、
や
や
も
す
る
と
責
任
の

所
在
が
不
明
確
に
な
り
が
ち
な
こ
と
や
総
合

的
な
行
政
を
進
め
に
く
い
な
ど
の
面
が
あ
り

ま
す
。

③
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
進
め
る
方
法

　

自
主
的
な
市
町
村
合
併
は
、
市
町
村
が
抱

え
る
大
き
な
課
題
を
解
決
す
る
有
力
な
方
法

の
一
つ
で
す
。
市
町
村
合
併
は
、
道
内
に
近

年
例
が
な
く
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
」
を
考
え
る
場
合

に
検
討
が
必
要
な
方
法
で
す
。

自主財源

その他の依存財源

依存財源　地方交付税
21.1％

38.9％

40.0％

平成12年度普通会計に見る歳入内訳
自主財源

その他の依存財源

依存財源 地方交付税

における歳入決算額を自主財源と依存財源のグラフ
にしたものです。依存財源比率が高いということは、
自主的な財政運営が難しく、国、道の方針に影響を受
けやすいといえます。国の財政状況を考えると、地方
交付税等の減少が予想され、まち自体の自主財源も減
少傾向にあることから、町の財政は、よりいっそう厳
しくなることが予想されます。

　12年度の普通会計におけ
る歳入決算額を自主財源と
依存財源のグラフにしたも
のです。１２年度の普通会計

3,214
3,325

2,562

3,364 3,372

2,564

3,414

2,040

2,415

2,965
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■道の支援策
・民間団体や市町村が行う市町村合併や、広域行政
　の調査研究に補助を行っています。
・住民、民間団体や市町村が行う市町村合併の検討、
　研究に、必要な助言や情報、資料の提供を行ってい
　ます。
・法定合併協議会が設置された場合に、職員派遣を
　行ったり、道庁内に連絡会議を設け、市町村計画に
　ついての策定の協力や道事業の重点的配置等の各
　種支援を行います。
・自主的合併の検討や取り組みが、円滑に進められ
　るよう、関係部局との連携による支援を行うため
　に、平成１３年１０月に「北海道市町村合併支援本部」
　と「北海道市町村合併支援上川地方本部」を設置し
　ています。

《道の支援策の実施方法》
　市町村における、検討から自主的合併までの過程
を４段階に分け、各段階において支援策を実施する
こととしています。
第１段階　将来の行政体制の検討・研究
　○市町村の検討・研究支援
　○市町村との共同検討・研究
　○住民・民間団体の検討研究支援
　○啓発事業
第２段階　自主的合併の検討・研究
　○自主的合併検討・研究支援
　　（単独市町村）（関係市町村）
第３段階　合併協議会の設立及び協議
　○財政支援
　○合併協議会への人的支援及び情報提供
　○市町村建設計画の策定に関する国・道事業の調整
　○合併関係市町村間の調整等
第４段階　自主的合併の成立
　○合併後の支援

■国の支援策
「市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）」
（有効期限は平成１７年３月３１日まで）等で、各種の支
援策を設けています。
・法定合併協議会を設け検討を始めた市町村への補
　助制度（合併準備補助金）
・合併後の新市町村のまちづくり計画（市町村建設計
　画）に基づく事業への補助制度（合併市町村補助金）
・合併後の新市町村に、１０年間（その後の経過措置５
　年間）は普通交付税で支援されます
・合併後の新市町村の格差是正のために、３年間特
　別交付税で支援されます。
・まちづくり計画（市町村建設計画）に基づく事業に
　ついて、返済に助成のある有利な借入金（地方債）
　ができるようにしています。
・市になる要件を一定期間緩和（通常の要件は５万人、
　平成１６年３月３１日までは３万人、平成１７年３月３１ 
　日までは４万人）
・市町村議会議員の定数や任期について、一定期間
　の特例を設けています。

上
富
良
野
町
が
位
置
す
る

合
併
パ
タ
ー
ン
は
、

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

道
で
は
、
市
町
村
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
際
に
、
合
併
を
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
検
討
す
る
場
合
の
検
討
素
材
と
し
て
、

平
成　

年
９
月
５
日
に
「
北
海
道
市
町
村
合

１２

併
推
進
要
綱
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で
道
内
の

全
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

合
併
パ
タ
ー
ン
は
、
市
町
村
間
の
距
離
、

人
口
規
模
、
日
常
生
活
圏
の
形
成
状
況
な
ど

を
考
慮
す
る
う
え
で
、
６
類
型　

パ
タ
ー
ン

９３

が
作
成
さ
れ
、
上
川
管
内
は
、
上
表
に
示
す

と
お
り
の　

パ
タ
ー
ン
で
、
当
町
は
富
良
野

１１

沿
線
５
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

関  係  市  町  村№

旭川市・東神楽町・東川町上 川 ①
旭川市・鷹栖町・当麻町・比布町上 川 ②
旭川市・鷹栖町・幌加内町上 川 ③
士別市・和寒町・剣淵町・朝日町上 川 ④
名寄市・風連町・下川町上 川 ⑤
名寄市・美深町・音威子府村上 川 ⑥

富良野市・上富良野町・

中富良野町・南富良野町・占冠村
上 川 ⑦

東神楽町・東川・美瑛町上 川 ⑧
当麻町・比布町・愛別町・上川町上 川 ⑨
美深町・音威子府村・中川町上 川 ⑩
中川町・遠別町・天塩町・豊富町上・留・宗⑪

〔上川支庁管内〕

道
が
示
す

市
町
村
合
併
の
パ
タ
ー
ン

　

こ
の
法
律
は
、
も
と
も
と
昭
和　

年
に　

４０

１０

年
の
期
限
付
き
で
制
定
さ
れ
、
昭
和　

年
、

５０

　

年
、
平
成
７
年
の
３
回
、
そ
れ
ぞ
れ　

年

６０

１０

間
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

は
、
有
効
期
限
（
平
成　

年
３
月　

日
）
は

１７

３１

変
更
さ
れ
ず
、
合
併
を
支
援
す
る
た
め
の
特

例
措
置
を
積
極
的
に
拡
充
し
た
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併 ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう



�

住
民
発
議

（
住
民
が
き
っ
か
け

と
な
る
場
合
）
法
定

合
併
協
議
会
の
設

置
を
住
民
が
市
町

村
長
に
請
求
し
ま

す
。
市
町
村
の
有

権
者
の
１
／　

以
５０

上
の
署
名
が
必
要
。

事
前
協
議

（
市
町
村
が
き
っ
か

け
と
な
る
場
合
）
合

併
の
検
討
を
行
う

事
実
上
の
話
し
合

い
で
す
。
合
併
研

究
会
や
任
意
の
合

併
協
議
会
と
い
っ

た
組
織
が
つ
く
ら

れ
る
場
合
が
多
い
。

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置

　

設
置
に
は
全
て
の
関
係
市
町
村
議
会
の

議
決
が
必
要
。
合
併
を
行
う
こ
と
自
体
の

是
非
を
含
め
て
、
合
併
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る

事
を
正
式
に
話
し
合
う
場
所
で
す
。

合
併
の
方
向
が
決
ま
る
と
、
新
市
町
村
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
そ
の
実
現
方
法
を
「
市
町

村
建
設
計
画
」
に
ま
と
め
ま
す
。

話
し
合
い
の
結
果
の
主
要
な
部
分
は
、
通
常

「
合
併
協
定
書
」
と
い
っ
た
形
に
ま
と
め
ら

れ
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
議
決

　

合
併
協
定
書
に
基
づ
き
、
関
係
市
町
村
の

議
会
が
、
合
併
の
議
決
を
し
ま
す
。

知
事
へ
の
申
請

　

全
て
の
市
町

村
長
か
ら
知
事

へ
合
併
の
申
請

を
行
い
ま
す
。

道
議
会
の
議
決
と
知
事
の
決
定

　

道
議
会
の
議
決
後
に
知
事
が
市
町
村
合

併
の
正
式
決
定
を
行
い
ま
す
。

市
を
含
ん
だ
合
併
や
市
に
な
る
合
併
の
場

合
に
は
、
総
務
大
臣
へ
の
協
議
と
同
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

総
務
大
臣
へ
の
届
出
と

総
務
大
臣
の
告
示

　

総
務
大
臣
の
告
示
に

よ
っ
て
市
町
村
合
併
の

効
力
が
発
生
し
、
新
市

町
村
が
誕
生
し
ま
す
。

・
財
政
状
況
に
差
が
あ
る
市
町
村
と
の
合
併

　

は
、
不
利
な
の
で
は
。

合
併
の
手
続
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

　

市
町
村
の
合
併
に
至
る
ま
で
の
手
続
は
下

図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
と
は
、
市
町
村
の
廃
置
分

合
（
合
体
、
編
入
、
分
割
、
分
立
）
の
う
ち
、

少
な
く
と
も
１
つ
以
上
の
市
町
村
の
数
が
減

少
（
市
町
村
の
法
人
格
の
消
滅
）
す
る
も
の

で
す
。
合
併
の
形
態
は
、
新
設
合
併（
い
わ
ゆ

る
対
等
合
併
）
と
編
入
合
併
（
い
わ
ゆ
る
吸

収
合
併
）
の
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

新
設
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
Ａ
町
と
Ｂ
町

を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
Ｃ
町
を
設
置

す
る
よ
う
な
場
合
を
い
い
ま
す
。

　

編
入
合
併
は
図
の
よ
う
に
、
Ｄ
町
を
廃
し
、

そ
の
区
域
を
Ｅ
町
に
編
入
す
る
処
分
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。
な
お
、
市
町
村
の
合
併
に

よ
り
そ
の
区
域
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
合
併

市
町
村
の
区
域
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
市
町
村
を
合
併
関
係
市
町
村
と

呼
び
、
合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
市
町
村
を
合

併
市
町
村
と
呼
び
ま
す
。

 
自
主
的
な
市
町
村
合
併
の
進
め
方

編
入
合
併

新
設
合
併

�

�� � �

�

【合併パターン】
上川⑦　  人口　49,962 人

面積　2,183.6 �
人口規模類型　市制合体型

※市制合体型

　隣接している市町村で、比較的
規模の大きな一つの生活圏を形成
している地域。

　

地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
市

町
村
と
が
話
し
合
い
、
検
討
、
研
究
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
合
併
へ
の
期
待

・
い
ろ
い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

行
財
政
の
基
盤
強
化
が
強
化
さ
れ
、
少
子
・

　

高
齢
社
会
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充

　

実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
他
市
町
村

　

の
施
設
を
同
じ
条
件
で
利
用
。

・
広
域
的
に
考
え
た
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な
ど
を
効
率

　

的
に
配
置
し
、
同
じ
地
域
内
で
の
無
駄
を

　

は
ぶ
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

環
境
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
、
広
域
的
な

　

取
り
組
み
が
必
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
効

　

果
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
行
政
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
体
力
・

　

能
力
ア
ッ
プ

　

管
理
部
門
の
効
率
化
な
ど
で
経
費
の
節
減

　

を
進
め
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
部
門
の

　

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

専
門
の
部
署
や
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き

　

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

　

な
る
。

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合
的
発
展

　

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　

進
め
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
地

　

域
の
総
合
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
。

○
合
併
へ
の
不
安

・
町
役
場
や
市
役
所
が
遠
く
な
り
、
今
ま
で

　

よ
り
不
便
に
な
る
の
で
は
。

・
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
、
き
め
細

　

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
る
の
で
は
。

・
中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
り
、
周
辺
部
は
さ

　

び
れ
る
の
で
は
。

・
地
域
独
自
の
風
土
や
気
質
、
郷
土
の
文
化

　

や
愛
着
心
な
ど
が
失
わ
れ
る
の
で
は
。

・
公
共
料
金
が
高
く
な
る
の
で
は
。

合
併
へ
の
期
待
と
不
安
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広
域
行
政
の
取
組
み

　
「
市
町
村
合
併
」
が
話
題
に
な
る
前
か
ら
、

富
良
野
沿
線
を
は
じ
め
複
数
の
市
町
村
が
そ

の
枠
組
み
を
超
え
て
協
力
・
連
携
し
、
事
務
の

共
同
処
理
な
ど
を
行
う
「
広
域
行
政
」
が
取

り
組
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

広
域
行
政
を
推
進
し
て
い
く
方
法
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
主
な
制
度

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
部
事
務
組
合

　

複
数
の
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
一
部
に

つ
い
て
共
同
処
理
や
施
設
の
共
同
設
置
・
管

理
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
る
特
別
地
方
公
共

団
体
の
一
つ
。

富
良
野
圏
域
で
は
、
5
つ
の
事
務
組
合
が
あ

り
ま
す
。

・
富
良
野
地
区
消
防
組
合

に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域
計
画
の
作
成
や
連
絡

調
整
な
ど
、
よ
り
弾
力
的
、
機
動
的
な
広
域

行
政
機
構
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で

す
。

④
広
域
市
町
村
圏

　

広
域
行
政
体
制
の
整
備
、
並
び
に
広
域
的

か
つ
総
合
的
な
計
画
の
策
定
、
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
施
策
の
実
施
を
促
進
し
、
市
町
村
が

当
面
す
る
諸
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
全
て
の
市
町
村
が
い
ず
れ
か
の
広

域
行
政
圏
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会

（
昭
和　

年　

月　

日
設
立
）が
あ
り
、
事
務

４４

１２

２４

局
は
富
良
野
市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
観
光
や
介
護
保
険
、
ご
み

処
理
、
保
健
福
祉
、
防
災
、
教
育
の
分
野
に
お

い
て
広
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
上
川
南
部
消
防
事
務
組
合

・
富
良
野
地
区
学
校
給
食
組
合

・
富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合

・
富
良
野
広
域
串
内
草
地
組
合

②
複
合
的
一
部
事
務
組
合

　

昭
和　

年
に
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

４９

り
、
市
町
村
の「
相
互
に
関
連
す
る
複
数
の
事

務
」
を
共
同
処
理
す
る
た
め
に
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。（
富
良
野
圏
域
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

③
広
域
連
合

　

よ
り
多
様
化
し
て
い
る
広
域
行
政
需
要

に
、
適
切
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
国
等
か
ら
の
権
限
委
譲
の
受
入
体
制
を

整
備
す
る
も
の
と
し
て
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
７
年
６
月
に
制
度
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
部
事
務
組
合
は
、「
自
治
体
機
能
の
補
完

的
役
割
」を
持
つ
も
の
と
言
え
ま
す
が
、
広
域

連
合
は
「
事
務
の
共
同
処
理
」
と
い
う
性
格

　現在、富良野圏域に広域連合の組織

はありませんが、平成１３年度に広域連

合調査検討会をつくり、調査研究を進

めています。また、上川支庁が主催す

る「上川支庁管内市町村行財政検討会

議」が組織され、支庁と市町村が共同で

行財政の現状分析及び将来推計を行い、

市町村が抱える課題を把握するなかで、

自主的合併を含めた市町村の将来の行

政体制を考えるための検討材料を整理

することとしています。

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
は
、

住
民
の
参
加
と
議
論
が
重
要

市町村合併についてのお問い合わせは、
企画調整課��6980へ

http://www.soumu.go.jp/

http://www.pref.hokkaido.jp/

http://www.kantei.go.jp/

関連ホームページ

総務省　　
市町村合併コーナーへ

北海道　　
市町村課広域行政・市町村合併コーナーへ

首相官邸
市町村合併支援本部ページへ

政
問
題
も
含
め
た
、
ま
ち
の
将
来
を
を
考
え

て
い
く
う
え
で
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。
合
併
に
は
そ
の
期
待
と
不
安
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
の
多
く

の
議
論
が
大
変
重
要
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
市
町

村
の
合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
背
景

や
国
・
道
の
取
り
組
み
・
支
援
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
を
促
進
す
る
合
併
特
例
法
の

期
限
は
平
成　

年
３
月
ま
で
で
す
。
そ
し

１７

て
、
市
町
村
合
併
の
論
議
や
準
備
に
は
２
年

ほ
ど
か
か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
は
、
地
方
分
権
の
受
け
皿

と
な
る
市
町
村
の
行
政
基
盤
の
あ
り
方
や
財
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